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『薬剤部からのお知らせNo.10、11』でお伝えしましたように、諸般の事情か
ら、「献血ヴェノグロブリンIH10％静注」が供給不足となっています。対応と
して4月より2.5g製剤を仮採用しましたが、メーカーの月ごとの出荷状況が
変化し、6月は2.5g製剤の供給がない状態となりました。また、20g製剤に
ついても供給状況は悪化しています。これらの状況に対応するため、5g製
剤のオーダを一旦再開することとします。

献血ヴェノグロブリンIH10％静注 2.5g
⇒患者指定でオーダ可能

供給は大変不安定な状況であり、毎月供給状況は変化します。今後も供給
状況に応じてオーダ可能な薬剤が変わることが予想されますので、大変申し
訳ありませんが、柔軟な対応にご協力をお願いします。
適応症が薬剤によって異なるため、困難な場合もあるかと思いますが、可能
な場合には他剤を使用していただきますようお願いします。

2019年6月12日（水）より、5g製剤の通常オーダを可能とします。
また、一旦仮採用の2.5g製剤のオーダを患者指定とします。

今月分の割り当てなし

献血ヴェノグロブリンIH10％静注 5g
⇒通常オーダ再開

当院通常使用量程度の割り当て

献血ヴェノグロブリンIH10％静注 20g
⇒通常オーダ

当院通常使用量の2/3程度の割り当て

〇 これまでの「献血ヴェノグロブリンIH10％静注」の供給不足への対応

2019/4/12 5g製剤の供給制限の連絡（第1報）

2019/4/19 2.5g製剤の仮採用、5g製剤の新規オーダ停止（第2報）

2019/6/10
2.5g・20g製剤の供給制限に伴う2.5g製剤の患者制限、
5g製剤の通常オーダ再開（第3報）

今回



不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室(内線 7083)までご連絡下さい。

（文責：小林）

〇 各グロブリン製剤の適応症 (※ピンク背景は献血ヴェノグロブリンIH10％静注のみ）

〇 当院における他のグロブリン製剤

献血グロベニン‐I静注用5000mg 献血ベニロン‐I静注用2500mg


